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【相談】 
 当社は、建築業で労災のリスクがもともと高い業種なのですが、数年前までは労災はほとんど起き

ていませんでした。 
ところが、ここ数年、毎年２～３件の労災が発生するようになりました。高くない脚立から落ちた

り、材料を取ろうとして崩れた材料で足の甲が下敷きになったりしています。大きな事故に至ってい

ないのが幸いです。恐らく高齢化が進んでいることによる運動能力の低下が要因だと思っています。 
何か、対策を講じた方が良いのでしょうか？ 

 
【アドバイス】 
 向老者の心身機能の低下は、本人の意識以上に進んでいるのが現実です。顕著な低下のあるものは

次のとおりです。 
２０～２４歳ないし最高期の時を基準（１００）として、５５～５９歳の方を相対比較しますと。 

＜感覚機能と平衡機能＞ 
  皮膚振動覚：３５     薄明順応  ：３６    聴力    ：４４ 
  平衡機能 ：４８     視力    ：６３ 
＜抗菌および快復力＞ 
  夜勤後体重回復：２７   抗病回復力 ：６８ 
＜精神機能と知能要素＞ 
  記憶力    ：５３   学習能力  ：５９    比較弁別能力：６３ 
  計算能力   ：７６   分析と判断力：７７ 
＜その他＞ 
  字を書く早さ ：５７   運動調節能力：５９    伸脚力   ：６３ 
 
 次に、１件の大きな事故や災害の裏には、２９件の軽微な事故や災害があり、 
そして３００件のヒヤリ・ハット 
（事故には至らなかったもののヒヤリとした、ハッとした事例） 
があるとされます。［ハインリッヒの法則］ 
 重大災害の防止のためには、事故や災害が予測された   １件の重大な事故・災害 
ヒヤリ・ハットの段階で対処していく必要があります。 
そのためには、危険予知訓練や 

リスクアセスメントに基づく               ２９件の軽微な事故・災害 
リスク低減措置が有効です。 
 
                            ３００件のヒヤリ・ハット 
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